























John, 1780-1849）とウィルソン（Wilson, James, 1805-
1860）がいた．
こ れ ら の う ち， 通 貨 学 派 は，1832 年 に Political 
Economy Club においてオーヴァストーン（当時はサ













Hume on deposit and Tooke’s criticism
TAKEUCHI  Hiroshi
Abstract
When we say what the Currency Principle is, whether the deposit is a constituent of circulation or not is one 
of the questions still remains to be settled. In 1837 Col. Torrens wrote deposit is money and in 1839 Joseph Hume 
said deposit is a constituent of circulation in his parliamentary speech, which must have been the strong support 
to Torrens’ view. Against their views Tooke was one of the first critics and Overstone was negative, too. So, 
there were disputes among them. There were three main arenas of them, the Bank Committee in 1840, Tooke’s 
criticism on Hume’s speech in his History, and Articles in Morning Chronicle which are said to have been written by 
Overstone himself. In this paper I will focus on the second arena and show the ways in which Hume tried to give 
his proof and Tooke’s criticism on them.




































































（1） 1832年 5 月 3 日の同 Club 例会．Political Economy Club, 1921, p. 39, Robbins, 1958, pp. 92-3.





（6） ‘The Late Joseph Hume and the Bank Charter Act of 1844’, Morning Chronicle, December  22, 1855. その二日後に Leeds 




































の年の 9 月16日，10月 3 日，同月21日および11月10日の


































（7） House of Commons, 1840, p. xii,  List of Witness 参照．
（8） オブライエンはこの事実を指して「またもヒュームが審問を独占した」と書いている．（O’Brien, 1971, Vol. I, p. 290, n. 1.）
（9） ヒュームは1819年の「委員会の際に」（Hume, ibid., p. 6.）として「政府証券22,355,115ポンド，民間証券9,099,885ポンド，計
31,455,000ポンド」という数値を挙げているのみで日付の明示はないが，これらは『1832年イングランド銀行特許状委員会報告
書』「附録5　1778年から1832年 8 月 7 日までのイングランド銀行の各年 2 月28日および 8 月31日の流通券，預金および有価証券


































































その後，割引率は1836年 6 月 2 日に 4 パーセントに








































































































イングランド銀行 *2 個人銀行，株式銀行発券高 *3
備考
証券保有高 地金保有高 通貨流通高 個人銀行 株式銀行 計
1835 5 29 4%（7/15まで） 手形，大蔵省証券，東インド会社債等対象
6 2 25,562,000 p.17. 右コラム下表に記載




7 28 29,883,000 ヒュームは29,833,000と誤記している
8 5 3.5%（10/20まで）
8 20 更新（9/10まで） 株式も対象となる
9 10 更新（10/2まで） 日付は 9 月 9 日の誤記
10 1 更新（10/20まで）
10 8 更新（11/20まで） 株式を除く
10 15 更新（11/20まで） 株式を含む
10 20 28,661,000
10 29 更新（翌1/15まで）
12 15 35,050,000 期間中最高値
12 26 8,334,863 2,799,551 11,134,414
12 31 更新（2/12まで）
1836 1 5




5 31 26,534,000 7,663,000
6 2 4%（7/15まで）
6 25 8,614,132 3,588,064 12,202,196
6 28 27,153,000
9 2 5%（10/20まで） 日付は 9 月 1 日の誤記
11 15 30,225,000
12 31 7,753,500 4,258,197 12,011,697
1837 2 7 31,085,000 4,032,000
3 2 5%（4/15まで）
3 7 30,579,000 4,048,000
7 1 7,187,673 3,684,764 10,872,437
（Hume, Ibid., pp. 16-8 の記述に基づいて作成）
＊ 1 　ヒュームが言及した「公告（Notice）」を記載した．そのほとんどは『1840年発券銀行委員会報告書』（House of Commons, 1840）「附録19」の
後半「1835年5月以降現在までのイングランド銀行による融資（Loans）についてのいくつかの公告」（Ibid., Appendix, pp. 254-6.）に採録されている
が，1835年10月15日付および1836年1月12日付の「公告」については上記『報告書』「附録19」には見られない．ただしこれらのうち1835年10月15日
付の分についてはイングランド銀行理事会の同日議事録（Bank of England, 1835-36, pp. 212-3.）に記載されている．後者1836年 1 月12日付の分につ
いては同議事録の同日分が見当たらない．また同「附録」に採録あるもののうち1836年 7 月14日， 9 月15日，11月19日および1837年 1 月16日の各日
付分についてはヒュームによる言及はない．日付については1835年 9 月10日および1836年 9 月 2 日の各日付について，上記「附録19」に採録の各「公
告」の日付を見る限り，1835年 9 月 9 日および1836年 9 月 1 日の各日付の誤記であると思われる．割引の対象となったのは為替手形，大蔵省証券，
東インド会社債とその他の優良証券とされるが，1835年 8 月20日から1836年 4 月15日までの約8か月間のほぼ全期間について株式（stock）も追加さ
れた．
＊ 2 　この欄の三つの数値についてはすべて巻末附録の表「1832年 4 月から1839年10月までの期間におけるイングランド銀行負債および資産の各期
日までの 3 か月平均値― 4 週間毎の Gazette にしたがう」に記載されている．それに記載の数値はすべて『1840年発券銀行委員会報告書』（House of 
Commons, 1840）「附録1　イングランド銀行負債および資産の四半期毎平均」（House of Commons, 1840, Appendix, pp. 1-2.）に記載されている．それ
らは最初のものを除いて何れも Gazette に掲載された当該日時を末とする3か月の平均にも一致する．それらは日付順にすべて Circular to Bankers の
No. 360（1835年 6 月12日付），No. 364（1835年 7 月10日付），No. 368（1835年 8 月 7 日付），No. 380（1835年10月30日付），No. 388（1835年12月25日付），
No. 392（1836年 1 月22日付），No. 400（1836年 3 月18日付），No. 412（1836年 6 月10日付），No. 416（1836年 7 月 8 日付），No. 436（1836年11月25日付），
No. 448（1837年 2 月17日付），No. 452（1837年 3 月17日付）の各号に最初のものを除いてすべてが「Gazette より」として掲載されている．最初の
1835年 6 月 2 日の数値のみは No. 360（1835年 6 月12日付）記載の1821年 2 月から1835年 6 月までのイングランド銀行勘定一覧表最下欄にその数値
を見ることができる．1835年 7 月28日の「イングランド銀行通貨流通高」欄の数値はヒューム本文中においては29,833,000と誤記されている．
＊3　この欄の三つの数値についてはヒュームは「個人銀行および株式銀行の三か月毎の発券高報告（Returns）」という表題の表を掲げている
（Ibid., p. 16.）．それらは巻末附録の表「1833年 9 月27日から1839年 9 月28日までのイングランドおよびウェールズの個人銀行および株式銀行の四半
期毎発券高」からの抜粋による．これら五つの日付の数値はすべて『1840年発券銀行委員会報告書』（House of Commons, 1840）「附録 2 」の「イング
ランドおよびウェールズの四半期毎の個人銀行および株式銀行の銀行券の平均流通高勘定（一部略記）」の数値に一致する．また，1835年 7 月31日
付 Circular to Bankers（No. 367）掲載の「個人銀行および株式銀行（ガゼット（Gazette）より）」に，「1835年 3 月28日から 6 月27日までの銀行券平
均流通高」として，表の同年 6 月27日の「個人銀行，株式銀行発券高」の三つの数値が記載されており，以下の四つの日付の数値についても日付順



































グランド銀行 < の活動 > に依存しかつ諸価格に影響を
与えるものとしての貨幣の量の指標を，預金高および
通貨流通高から有価証券および地金 < 保有高 > にすな













金の < 保有 > 額を合わせて，あるいはこれを合わせ
ないで，イングランド銀行券の増加の指標と考えられ
ていること」と，それぞれなっている（Ibid., pp. 123, 






































の発券高は「1836年 3 月 8 日に終わる 3 か月間の報告
における平均高」で「17,476,000ポンドであり，これは，
その前またはその後の3年間におけるどの 3 か月平均よ
















「1835年 7 月 3 日に全通貨流通高は29,269,000ポン
ドであり，（中略）1836年 1 月14日には全通貨流
通高は36,431,000ポンドで（中略）通貨流通高は






















































































定」（Ibid., Appendix, pp. 43-4.）に記載の同年四半期毎平均値の平
均に一致する．1824年については同じ方法では75ポンドのずれが
生じるが，概ね一致は見られる．
＊2　地方銀行発券高については Stamp Office の資料によるとの
ヒュームの注記がある．『同上報告書』では「附録99」および「附


































































































ibid., pp. 16-7. ）から長大な引用をする（Tooke, ibid., 







月 日 個人銀行 株式銀行 計
1833
12 28 8,836,803 1,315,301 10,152,104
1834
6 28 8,875,795 1,642,887 10,518,682
12 28 8,537,655 2,122,173 10,659,828
1835
6 27 8,455,114 2,484,687 10,939,801
7 28 29,883,000
12 15 35,050,000
12 26 8,334,863 2,799,551 11,134,414
1836
3 8 34,705,000
6 25 8,614,132 3,588,064 12,202,196
11 15 30,225,000
12 31 7,753,500 4,258,197 12,011,697
1837
7 1 7,187,673 3,684,764 10,872,437
12 30 7,043,470 3,826,665 10,870,135
1838
5 1 30,090,000
6 30 7,383,247 4,362,256 11,745,503
12 31 7,599,942 4,625,546 12,225,488
1839
3 30 7,642,104 4,617,363 12,259,467
6 25 25,668,000
6 29 7,610,708 4,665,110 12,275,818





所は上表 1 に同じ．ただし，1839年 6 月25日については本文に
おいてヒュームが25,658,000と誤記したのを訂正してある．「個
人銀行，地方銀行発券高」についてもその内訳，計ともに数値







は1840年刊行『1840年発券銀行委員会報告書』（House of Commons, 1840）「附録」に記載されていることを考え合わせると，こ
の節の執筆時期は1840年委員会の報告書の刊行前だという推測が成り立つのである．上に取りあげたオーヴァストーンの筆に




































（Ibid., p. 128, 邦訳123ページ .）








月 日 個人銀行 株式銀行 計
発券高 預金
1833
12 28 8,836,808 1,315,301 10,152,104
1834
6 28 8,875,795 1,642,887 10,518,682
12 28 8,537,655 2,122,173 10,659,828
1835
















12 31 7,753,500 4,258,197 12,011,697
1837
7 1 7,187,673 3,684,764 10,872,437





6 30 7,585,247 4,362,256 11,745,503
12 31 7,599,942 4,625,546 12,225,488
1839




6 29 7,610,708 4,665,110 12,275,818
（上表 3 に下記の Circular to Bankers 記載の数値を加えて作成．）
＊1835年 7 月28日，同12月15日，1836年 3 月 8 日，同11月15日，
1838年 5 月 1 日，1839年 6 月25日のイングランド銀行の発券高と
預金の各数値は Circular to Bankers の順に No. 368（1835年 8 月 7
日付），No. 388（1835年12月25日付），No. 400（1836年 3 月18日
付），No. 436（1836年11月25日付），No. 513（1838年 5 月11日付），












文は‘varied little above or below 4 millions’である．
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